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ENGIEグループについて

組織構造とトレーディングの意思決定部門



ENGIEグループの世界における展開

4

2022年実績 NORTH AMERICA

€0.2 billion
EBIT従業員数…96,000人

売上…€93.9 billion 売上

EBIT…€9.0 billion EBIT

再エネ発電設備容量…38 GW 

火力発電設備容量…60 GW 

ガス及び送電線ネットワーク…300,000km

REST OF EUROPE

€2.9 billion
EBIT

SOUTH AMERICA

€1.5 billion
EBIT

FRANCE

€2.2 billion
EBIT

OTHER

€1.7 billion
EBIT

MIDDLE EAST, 

AFRICA, ASIA

€0.5 billion
EBIT
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セグメント間の連携により質の高いサービスを提供

我々のインフラを通じて

お客様の脱炭素化を促進

省エネと
パフォーマンスの向上

オンサイト発電地域ネットワーク

01

02

03

04

Strong

GEMS

Customers

再生可能エネルギーの拡大RENEWABLES

ENERGY 
SOLUTIONS

NETWORKS

調整電源の活用と柔軟性の提供 自社インフラを活用しより大き
な成長をサポート

バイオメタン・水素送配電・送配ガス設備

•各部門からのデータを集約し、トレーダーが
迅速にヘッジの意思決定および実行

•更なる収益性向上を目的としたリスクテイク

LNG火力発電揚水発電所 蓄電池

陸上風力 洋上風力 太陽光発電所 水力発電所

FLEX GEN & 
RETAIL

2024/1/16© ENGIE 2024 -電力リスクマネジメントについて -



02

© ENGIE 2024 -電力リスクマネジメントについて - 2024/1/16 - 6

欧州市場におけるリスク管理およびヘッジ手法

一般的なプロセスのご紹介
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開発の

最終決定
試運転

中長期の

ヘッジ
月間 週間 前日 当日 実需給

NPV（正味現在価値）の算出: 

• PPAによる収入
• 容量市場収入
• トレーディングによる期
待収益（先物等の指標を
活用）

• 補助金収入
• 建設費用や運営費用、各
種税金等による支出

発電所の開発から実需給まで

試運転電力: 

• 相対卸の活用
• PPA

• 翌日市場
• 時間前市場
• 余剰インバランス

営業運転後のヘッジ手法: 

• PPAで売電後の残量のヘッジ
• 需給調整市場
• 相対卸や先物
• スパーク/ダークスプレッド、

オプション、エリア交換、
トーリングの活用

• 蓄電池等の別の設備も活用し
たバランシング

• 大口需要家を活用したバラン
シング

月間～前日段階: 

• 限界費用ベースでの最適化
• 計画外停止時の短期のリスク管理
• 短期のトーリング
• 実需給に向けた機動的な発電能力
の活用

• 再エネのブレも加味した調整を行
うことで収益機会の増加を図る

当日～実需給: 

• 更なる最適化
• 再エネ予測誤差も加味したメ
リットオーダー

• 時間前市場への入札戦略の策
定および約定結果により出力
を調整

• 最終的な残量はインバランス
市場の活用も視野

発電設備のキャッシュフローを安定させることが最も重要。
そのため長期的な収入源としてPPAを、残余分についても先
物や相対卸を活用しヘッジを行う。
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小売需要に対するヘッジの一例



デルタヘッジモデルの例
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デルタモデルに基づくWin23東京ベースロードのヘッジ推移 –毎週ヘッジ

仮定 – 2022年7月にWin23の小売ポジションが発生

円/KWh (左軸), MW (右軸)

前提
電力小売A社：2022年7月にWin23の管理
ポジション： 200 MW 東京ベースロード
ヘッジ終了目標：2023年9月末

デルタヘッジモデル
方針：Win23の価格を週単位で分析しながらヘッジを実施
実施のタイミング：7日移動平均より大幅に下落を確認したとき。
そうでない場合は実施せず。
ヘッジ量の積み上げ： ヘッジ終了日に近づき、また、価格トレンド
が平準化したとき、ヘッジのペースを早める

ヘッジ計画

ヘッジ効果：市況が安いときに大部分を買うことに成功

時点 ヘッジカバー率

2023年2月1日 10%

2023年4月1日 50%

2023年9月25日 100%

250

200

150

100

50

0
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先物市場と現物市場の活用

現物と先物の切り替え可能性の模索
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先物取引 ISDA

現物取引
相対・先渡等

取
引

決
済

追加証拠金

証拠金

先物と現物の切り替え

実需給間際での現物
と先物の切り替え

需給

先物市場と現物市場の活用

√

×

√

√

√

×√

与信条件により
保証金を要する場合がある

×

√

√

√

×

×

√

√

×

欧州では先物取引の流動性が高く現物とのポジションの交換が
比較的容易であり、運用面での選択肢が増える。
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